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新高生の「いい話」

校長 佐々木律成

冬休み前の全校
集会で話したこと
を、再度紹介した
い。
１ バスから降り
た高齢者が車内に
忘れ物をしたのに
気付いた新高生が、 （3月10日：校長先生の最後の授業）

運転手に声をかけてバスを止めてもらい、
降車して持ち主に駆け寄り、忘れ物を届け
てあげた。
２ 高齢者がガラス戸の方に転倒して皮膚
を切り大量出血、その家族が「誰か救急車
を呼んでください」と助けを求めていたと
ころに通りかかった新高生が、素早く通報
した。そして、救急車の到着まで怪我人を
介抱するなど適切に対応し、救急隊員に状
況を簡潔かつ正確に伝えた。
大人でも、気付いてもすぐに行動に移す

のは難しいことがある。新高生の勇気と機
転を褒めたい。
この他にも、進路講演会の講師に電車内

で再会し、礼儀正しくはきはきと受け答え
した爽やかな新高生、生徒玄関付近をチー
ムワークよく除雪してくれる新高生など、
さりげない善行が多い。
このような生徒が在籍している高校に３

年間勤務できたことを誇りに思う。

退任・離任される先生方

これまで、ご指導ありがとうございました。

佐々木律成 校長（退任）
髙垣 一成 事務長（退任、再任用で新屋高校）
佐藤 貞夫 先生（退任、再任用で秋田工業高校へ）

船木 文子 教頭（御所野学院高校校長へ）
山影 豊 先生（男鹿工業高校へ）
石井 啓之 先生（文化財保護室へ）
川村 寿紀 先生（秋田商業高校へ）
部谷 正樹 先生（秋田南高校へ）
大泉由紀子 先生（本荘高校へ）
菊地 尚久 事務長補佐（中央教育事務所へ）
石川厚一郎 先生（御所野学院高校・秋田商業高校へ）
滝沢 幸恵 先生

卒業証書授与式
第３１回卒業証書授与式

が、３月１日(水)午前１０
時３０分から第一体育館に
おいて挙行されました。卒
業生１９５名が呼名され、
佐々木律成校長から代表の
岩谷涼香さんに卒業証書が授与されました。

校長式辞では、「『グローカ
ル』な視野から問題意識を持
ち、解決のため自己犠牲の精
神を発揮してほしい。ナイチ
ンゲールと宮沢賢治の生き方

が理想的である。異文化を理解し、人を差別し
ない、差別に同調しないことを貫いてほしい。」
との激励がありました。続いて、ＰＴＡ会長の
安田喜代治さんから御祝辞をいただきました。
その後、在校生代表の近野怜恵さんが、「先

輩方の困難を乗りこえる力や、団結力、諦めな
い力は、私たちの憧れでした。夢に向かって頑
張ってください。」と送辞を述べると、卒業生
代表の河村美智瑠さん
が、「私たちは、社会で
活躍している先輩たち
に続き、人とのつなが
りを大切にし、これか
らの社会に貢献してい
くことを誓い、どんな辛い状況でも、校訓であ
る『自尊・自知・自制』を胸に、自らの夢の実
現に向けて歩みを進めていきます。」と答辞を
述べました。
式のあと、各クラスで最後のＨＲが行われ、

１９５名の卒業生が新屋高校を巣立ちました。

後期校内研修報告
研修部主任 佐藤茂樹

１０月１９日(水)に「ICT（教育機器）活用
研究協議会」が本校を会場にして行われ「美術
におけるICTを活用した授業の展開」「ICT機器
を活用したアクテイブ・ラーニング型授業」の
研究発表をもとに活発な意見交換がされまし
た。１０月２５日(火)に「災害安全指導者研修
会」の報告会が行われ、「災害安全推進のため
の学校の危機管理」と題した講演の内容や地域
合同避難訓練の実践などを職員全員で享受し、
防災意識を高めました。１０月３１日(月)に数
学、理科、英語の３教科の研究授業が行われ、
熱心な研究が行われました。この他にも、１１
月中旬には後期の互見授業など、折に触れ職員
の資質向上を目指し研修を実施しました。
なお、これら１年間の研修については、「研

修集録」にまとめ３月下旬に発行する予定です。



進 路 決 定 状 況 進路指導主事 石井啓之

卒業生のうち大学・短大への進学予定者は９８名(50.3％)で、昨年同時期の１０９名(55.1％)より
も１１名(4.8％ポイント)減少しました。４年制大学は７２名と昨年７９名から７名減少しました。こ
のうち、国公立大学は１６名、私立大学は５６名となっています。国公立大学では、横浜市立大学に
初の合格者が出ました。国公立大学合格者のうち、ＡＯ・推薦Ⅰなどセンター試験を利用しない入試
の合格者は１２名でした。センター試験を利用した合格者は、２１日現在で推薦１名、前期日程２名、
その他日程１名の計４名です。就職内定者は３２名で、うち県内２２名、県外１０名でした。うち公
務員は、秋田市(行政)１名、秋田県警２名、千葉県警１名です。

進路志望状況と決定状況 ※[ ]内は未決定者数 3月21日 現在
進路状況 合計 国公大 私 大 短 大 専門校 進学未定 民間 公務員 就職未定 全く未定

１年生 2月志望 175 53 12 11 39 34 8 12 6 0
２年生 2月志望 174 67 34 9 41 6 7 9 1 0
３年生 2月志望 195 47 49 24 43 0 28 4 0 0
３年生 決定状況 １９５ １６ ５６ ２６ ５０ [15] ２８ ４ 0 0
（昨年同期） (198) （19） （60） （30） （48） ([9]) （27） （5） （0） （0）

先 輩 講 話
３月１４日(火)、本校

の卒業生１２人を招いて
先輩講話を実施しまし
た。１・２年生全員が各
会場に分かれて、進学先
での勉強の取り組みや、
社会人としての経験を話
してもらいました。生徒

は、身近な先輩の話にメモをとりながら熱心に
聞き入っていました。

保健室から 養護教諭 豊嶋亜紀子

今年度の保健室利用状況をお知らせします。
来室者数は９５８人（３月６日現在：内科的理
由７０４人、外科的理由２５４人）、出席停止者
数は１３０人（３月６日現在：インフルエンザ
１１７人、感染性胃腸炎６人、マイコプラズマ
感染症３人、流行性耳下腺炎１人、溶連菌感染
症１人、ヘルパンギーナ１人、帯状疱疹１人）
でした。今年度は４月と１月にインフルエンザ
が大流行し、いくつかのクラスが学級閉鎖しま
した。来年度は疾病予防に重点的に取り組む予
定です。来室者では、身体的な訴えの背景に、
生活習慣の乱れ（朝食欠食・就寝時間が遅い等）
や友人関係や部活動などの悩みがある人が多か
ったように思います。健康な体があってこそ様
々なことにチャレンジできます。自分の体によ
く目を向け、いかに健康を維持していくか、保
護者の方のご協力を得ながら研究してみてくだ
さい。保護者の皆様、どうぞご家庭でも声かけ
等よろしくお願いします。
来年度もスクールカウンセラーが来校するの

で、生徒の皆さんだけではなく保護者の方もぜ
ひお気軽にご利用ください。

各 部 の 成 績
【弓道】
平成28年度秋田県冬季弓道大会
男子団体 第２位
女子団体 第２位

東日本高等学校弓道大会
男子団体(５人制) 第１位

【理科研究】
齋藤憲三・山﨑貞一研究助成奨励賞 銅賞
「秋田県におけるセキレイ類の

生態と分布の研究②」

一 般 選 抜 結 果 報 告

平成２９年度一般選抜合格発表が、３月１５
日(水)午後４時、本校生徒昇降口前で行われま
した。募集人員135に対し、志願者数が164、志
願倍率は1.21倍でした。午前は曇り空だったが
午後には春らしく日が差すようになり、本校を
受検した中学３年生や保護者など多くの方が発
表を見に来校されました。
合格者の受検番号が記された掲示板の白布が

めくられると、ひときわ高い歓声が上がりまし
た。友人や家族と抱き合う人や記念撮影をする
人など、会場は喜びの声につつまれていました。
これで、前期選抜合格者の40名を加え、平成

２９年度入学生１７５名が
全員決まりました。４月６
日(木)の入学式において希
望に燃える新１年生の皆さ
んにお会いすることを楽し
みにしています。

在 学 奨 学 金 の 紹 介

〈秋田県育英会〉
保護者が秋田県内に居住している生徒
〈秋田県信用組合給付型奨学金〉
母子家庭・父子家庭の生徒
〈あしなが育英会〉
病気・災害・自死などで保護者を亡くしたり、保護者
が著しい後遺障害(１～３級)を負っている家庭の生徒
〈交通遺児育英会〉
保護者が道路における交通事故で死亡したり、著しい
後遺障害で働けないため、教育費に困っている家庭の
子女
〈アフラック小児がん経験者・がん遺児奨学金〉
18歳未満で小児がんを発症した小児がん経験者およ
び、「がん」により主たる生計維持者を失った遺児
〈J．POSH奨学金〉
本人の母親・保護者を乳がんで亡くしている、または、
本人の母親・保護者が現在乳がんで闘病中の生徒
〈毎日希望奨学会〉
東日本大震災で保護者を失い、経済的に困窮している
生徒
※上記の奨学金を希望する方は、新年度に奨学金担

当まで連絡ください。締切が迫っている奨学金もあり
ますので、余裕を持って申し込みをお願いします。新
規採用に関しては、締切後の申し込みは出来ません。
ただし、家庭状況の変化や家計の急変・被災等があれ
ば、緊急枠で申し込み出来る場合がありますので、ご
相談ください。


